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自衛官募集相談員に松田予備３等陸尉を委嘱
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
た
。

し
、
現
在
は
カ
メ
ラ
マ
ン
・
取
材
記
者

お
願
い
致
し
ま
す
。」
と
挨
拶
を
述
べ

松
田
予
備
３
等
陸
尉
は
、
令
和
４
年

松
田
洋
予
備
３
等
陸
尉
を
自
衛
官
募
集

深
刻
な
影
響
を
与
え
、
人
材
の
確
保
に

ご
支
援
、
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

・
ド
ラ
マ
や
映
画
の
監
修
・
俳
優
と
し

和
７
年
７
月
１
９
日
に
予
備
自
衛
官
の

当
た
り
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

委
嘱
式
で
は
、
本
部
長
よ
り
委
嘱
状

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部

ま
す
が
、
引
き
続
き
自
衛
官
募
集
へ
の

て
幅
広
く
活
動
中
で
あ
り
、
す
で
に
志

り
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
す
る
と
こ

あ
る
若
者
１
名
を
入
隊
へ
と
導
い
て
お

・
自
衛
隊
に
関
す
る
理
解
促
進
と
募
集

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
、
今

基
盤
の
拡
充
を
図
る
た
め
、
自
衛
官
募

集
相
談
員
と
の
緊
密
な
連
携
を
強
化

し
て
い
く
。

令和７年度第３回予備自衛官１日間招集訓練
衛
官
１
日
間
招
集
訓
練
」
を
実
施
し
た
。

も
に
、
予
備
自
衛
官
の
処
遇
改
善
の
状
況
を
説
明

会
議
室
に
お
い
て
、「
令
和
７
年
度
第
３
回
予
備
自

訓
練
は
、
自
衛
官
退
職
後
１
年
未
満
で
採
用
さ
れ

訓
練
出
頭
申
告
に
続
い
て
、
予
備
自
衛
官
制
度
、

し
、
勤
務
意
欲
の
向
上
を
図
っ
た
。

参
加
し
た
予
備
自
衛
官
の
多
く
は
、
自
衛
官
退
職

ど
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
様
子
の
者
も
い
た
が
、
訓

後
の
訓
練
出
頭
に
対
し
て
、
職
場
と
の
日
程
調
整
な

之
１
等
空
佐
）
は
こ
の
ほ
ど
、
浦
和
地
方
合
同
庁
舎

た
予
備
自
衛
官
が
対
象
で
、
座
学
を
中
心
に
構
成
さ

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

林 

弘

れ
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
の
出
頭
要
領
の
説
明
を
実
施
す
る
と
と

そ
の
ほ
か
、
応
召
確
認
シ
ス
テ
ム
（
安
否
等
確
認

シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
も
説
明
を
実
施
し
、
同
意
を

向
上
を
図
っ
た
。

い
る
様
子
だ
っ
た
。

間
招
集
訓
練
へ
の
参

後
に
新
た
な
職
場
に
再
就
職
を
し
た
ば
か
り
で
、
今

得
た
う
え
で
登
録
を
実
施
し
、
シ
ス
テ
ム
の
実
行
性

練
で
の
説
明
を
受
け

埼
玉
地
本
は
「
訓

様
に
、
予
備
自
衛
官

て
い
る
５
日
間
招
集

と
し
て
い
る
。

中学１年生に対する自衛隊職業講話

会
」
に
、
川
口
市
担
当
の
広
報
官
で
あ
る
藤
野
太

自
衛
隊
の
説
明
ブ
ー
ス
で
は
、
約
７
０
名
の
生

神
根
中
学
校
が
開
催
し
た
「
職
業
人
に
話
を
聞
く

の
目
的
は
、
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
や
り
が
い

り
、
自
衛
隊
の
ほ
か
に
、
警
察
や
地
元
消
防
局
、

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
何
か
。」
や
「
大
変
だ
と
思

之
１
等
空
佐
）
朝
霞
地
域
事
務
所
は
、
川
口
市
立

や
内
容
を
中
学
１
年
生
に
対
し
説
明
し
、「
身
の
周

陽
２
等
空
曹
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
た
。
こ
の
会

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

林 

弘

り
に
あ
る
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め
る
。」
こ
と
に
あ

近
隣
の
一
般
企
業
等
も
参
加
し
た
。

た
。

っ
た
。
藤
野
２
曹
が
そ
の
質
問
に
回
答
を
す
る
と
、

よ
う
な
機
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
住
民
の

よ
り
一
層
の
広
報
活
動
に
尽
力
し
て
い
く
。

加
し
た
生
徒
が
将
来
の
職
業
選
択
に
お
い
て
自
衛

少
し
、
少
子
化
に
よ
り
自
衛
官
募
集
に

を
最
終
勤
務
部
隊
と
し
て
定
年
退
官

し
、
よ
り
多
く
の
志
願
者
獲
得
へ
邁
進

長　

竹
内 

浩
之
１
等
空
佐
）
は
、
令

が
交
付
さ
れ
「
日
本
人
の
出
生
数
が
減

た
。

２
月
に
原
隊
で
あ
る
第
１
普
通
科
連
隊

ろ
で
あ
る
。

後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
防
衛
省

～仕事への理解を深める～

て
不
安
が
解
消
さ
れ

来
年
度
か
ら
の
５
日

加
を
楽
し
み
に
し
て

練
招
集
部
隊
と
連
携

し
、
今
後
予
定
さ
れ

訓
練
に
つ
い
て
も
同

室
を
中
心
に
予
備
自

衛
官
招
集
訓
練
支
援

を
実
施
し
て
い
く
」

っ
た
こ
と
は
何
か
。」
等
の
様
々
な
質
問
が
飛
び
交

徒
が
説
明
を
聞
き
、「
今
ま
で
勤
務
を
し
て
い
て
、

と
て
も
真
剣
な
表
情
で
目
を
光
ら
せ
て
頷
い
て
い

方
々
へ
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
こ
の
会
に
参

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
は
、
今
後
も
こ
の

隊
を
一
つ
の
進
路
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、


